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【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
ホームが県北の旧街道沿いに開設して10数年を迎えており、入居者が自然体で暮らすことや、地域と
の変わらぬつながりを主な理念として運営している。入居前から幾度も足を運んだであろう商店街や
昔ながらの街並みが入居者の日々の生活を豊かにし、外出が制限された中でも状況を見計らい馴染
みの商店などへ出かけ、籠りがちな生活に少しでも変化をつける努力をしている。開設時より変わらぬ
手作り食への取組も入居者には嬉しい生活の一部であり家族からの感謝の言葉も寄せられている。
現在、運営推進会議が書類審議にて関係者への資料配布となっているが、通常開催スタートの折に
は、是非とも小さなことでもホームの取組を今以上に発信していただき、更に地域から信頼されるホー
ム作りを期待したい。
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1  自己評価及び外部評価結果

4392600013

法人名 社会福祉法人　　双友会

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 利用者の日常生活を送る中で、生活の支援における利用者が中心になるような支援を行っています。
コロナ禍で外出や地域との関わりが少なくなりましたが、利用者、職員の安全面に配慮行い毎日の感
染予防、手洗い、マスクの着用、換気、消毒等を徹底するようにしています。ホームで過ごす時間が多
くなってきた為、関わり寄り添い日々支援させていただいているところです。今年度は、担当職員から
の声かけ等あり、グループホームつつじのさとで夏祭りを開催しました。手作りの紙で作った提灯をリビ
ングに吊るし、金魚（おもちゃ）、スーパーボール救い、カラオケを楽しんでいただきました、駄菓子、か
き氷も提供し祭りの雰囲気を体感していただけたのではないかと思います。

認知症対応型共同生活介護　つつじのさと事業所名

自己評価作成日 評価結果市町村受理日令和３年８月２４日 令和3年12月2日

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

熊本市中央区南熊本三丁目１３－１２－２０５

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目

訪問調査日 令和３年９月１７日

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当する項目に○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの

4. ほとんどできていない

2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

4. ほとんど掴んでいない

63

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

　（別紙４）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59
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事業所名：グループホームつつじのさと

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

家庭でゆっくりくつろげいでいただける様な
支援を心がけています。日常生活の中で出
来ないところ等をサポートしながら、理念の
中にもある家族のような関わり、雰囲気を大
切にしています。

古くからの街並みや近所付き合いが残る商
店街の一角に根を下ろし、地域とのかかわり
や入居者が自然体で過ごせる運営を理念に
謳っている。ミーティングや申し送りで普段の
取り組みを通じて理念に立ち返っており、家
庭的な雰囲気を大切にするホームでは、これ
まで通り手作り食へのこだわりや、母体との
連携を継続しながらケアにあたっている。

毎月一回の地域清掃、毎朝の掃除等、地域
の方との挨拶を行い、地域の中の事業所と
して関わりを持つようにしています。美容室
（散髪）を利用しています。食事の食材にお
いても近隣より調達しながら関係作りに努め
ています。

コロナ禍の中ではあったが、地域の活動には
積極的にかかわり、前面道路の美化作業は
毎朝の日課となっている。住民との立ち話や
理髪店、商店の利用など地域貢献や活性化
に助力しており、防災対策に関する地域会合
への参加が実現している。

コロナ終息後には建物1階の地域交
流スペース（よんなっせ）の再開や各
地元行事への参加協力が期待され、
入居者の地域交流の機会が待たれる
ところである。

コロナ禍にて地域との関わりは少ないのが
実情です。地域へ向けて、ホームでの高齢
者の暮らし等を発信していく機会を持って行
こうと思っています。

コロナ禍において、関わりを持つ機会が持
てない状況があります。現在は、議事録等
の提出、事故等の報告等を行っています。

本来行政担当者や地域代表者などが参加
し、1階多機能事業所との合同会議を開催し
ているが、現在はホームの現状を含め、報告
書として役場のみ提出し、書面審議の形を
とっている。

今後、リモート会議の導入を検討して
おり、実現が待たれるところである。ま
た、家族へも会議資料の送付と、通常
開催の再開に向けて参加協力の呼び
かけを期待したい。

自己評価および外部評価結果
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介護指定基準にお
ける禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしな
いケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

コロナウイルス感染症による連絡、連携、ワ
クチン接種、事前の説明会等の開催、調
整。介護保険証等の申請等、事故の報告書
の提出等、普段から関係を保つよう関わり
が持つように努めています。

行政（町役場）はホームより徒歩圏内にあり、
管理者は報告書の提出や役場主催の介護
事業所情報交換会では、介護現場での状況
や離職（事前アンケート提出）等、役場包括
担当者等とともに意見交換、またシルバー人
材等の今後について話し合われている。現
在コロナ感染症により中止されている介護相
談員の来訪も待たれるところである。

身体拘束に関する意識を持つようにしてい
ます。夜間は防犯、安全への配慮他日中は
自由に動ける環境に配慮しています。夜間
の安全面でのセンサー使用にも共通認識の
もとで支援するようにしています。

本年度は改まった研修は実施していないが、
ミーティングの中で身体拘束について話し合
う機会を持っている。入居者への寄り添いの
ケアが車いすからテーブル席やソファへの移
乗により、外出が制限される中会話を通じて
ゆっくりかかわるように努めている。言葉使い
についてはどうしても職員側の都合で言って
しまう場合や、語気への配慮が必要とのこと
であり、統一した対応が期待される。

今後は今のホームに必要な内容を検
討し、議題を設定した研修会の実施
及び記録が期待される。また、運営推
進会議などで取り組み状況を報告す
ることでホームの透明性が図られるも
のと思われる。

支援させて頂く立場で基本に立ち返り、利用
者様の尊厳を守り安心して生活できるよう
環境等に配慮するようにしています。共通意
識を持ち職場の風土を保つように心がけて
います。

利用者様の中にも以前利用されていた方、
現在も利用されている方も居られます。関係
機関との連携及び連絡調整行い、権利を護
り支援させてい頂いています。

契約時は、契約書及び重要事項の説明行
い、事前に説明等を行っています。医療体
制、料金的なところ、日中の活動、様子等
様々ですが、できるだけ精神誠意お伝え、
安心して利用して頂けるように心がけていま
す。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

要望等があれば傾聴行い、状況に応じて対
応するようにしています。コロナ禍で、利用
者、家族また職員との関わりが難しくなって
いる中で、電話での対応を中心に玄関の窓
越しでの面会等で関わりを持てるような環境
に配慮しています。

コロナ禍の中家族の面会を窓越しに切り替
え、入居者の表情を見てもらうように配慮して
いる。緊急の連絡や入居者の様子は電話で
伝え、同時に家族からの要望を聞き取り支援
に反映するように努めている。新たな入居に
際して入室が難しいことから居室内を写真に
撮り、家族が物品配置の目安とするなど工夫
している。

家族は入居者との窓越し面会や電話
での状況報告により、入居者の現状
を把握しているものの、できれば個別
便りなども今後の検討事項と思われ
る。

コロナ禍において、日々の業務等、状況に
応じて感染対策に配慮しながらのミーティン
グ等において話し合いを持つようにしていま
す。その日の勤務、人員等、業務調整を行
い、感染対策の徹底を行っており、随時調
整配慮しているところです。

管理者は職員意見に耳を傾け、ミーティング
で検討しながらケア向上に反映させている。
また、個別の相談事や希望休に応じながら、
年2回の面談の機会を設けており、業務改善
や働きやすい職場環境を整えるべく努力して
いる。介護職全体の流れとして定着率の少な
い業界ではあるが、清潔感ある環境整備や、
手作り食などに職員の努力が垣間見える。

様々変化する状況の中で、皆勤賞等の表
彰、思いやる気持を大切に職員への思いや
りを大切にした業務を実践しています。お互
いが同じ意識を持つことが大変大切だと
思っています。臨機応変な対応を心がけて
います。

勤務の状況が変化する中で、職員が傍につ
きマンツーマンの状態で確認作業の把握で
きるように調整しています。業務に関して
日々の報告、連絡等が大事な部分でもあ
り、職員間お互いの共通意識を持ち業務の
実践を促しています。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

以前より、交流する機会も減っており、情報
が少ないと感じることもありますが、状況に
応じた他事業所との連絡は取りながら、ネッ
トワークの関係性は保っています。電話やリ
モートを活用した研修が主になり、臨機応変
に対応しています。

顔を覚えて頂き、安心できるように笑顔で接
しながら、本人の気持ち等に寄り添えるよう
に関わりを大切にしています。馴染みの場
所となるよう環境面等への配慮を大切にし
ています。

普段から家族との関わりを保つように連絡
事項や経過や状態等を伝えながら、信頼関
係が築けるように努めています。

家族より、情報交換等頂き相談しながら、情
報を共有行い、状況によっては関係機関と
の連絡調整行って行きます。まずは必要な
社会資源等の活用を行っていきます。

家族との関係性に配慮しながら、家族から
の情報や要望を確認行い、馴染みの関係
が築けるような支援を心がけている。

本人との関係性を大切にして、家族からの
要望等にもできるだけ応え、普段のホーム
での生活等を知って頂くように努めていると
ころです。いつでも連絡が取れて、状況が分
かるようにサポートを行うようにしています。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

家族や友人、知人等馴染みの方からの関
係性が途絶えぬよう、できる範囲で協力行
い支援させて頂いています。コロナ禍で、感
染対策に配慮した対応を行っています。

外出や外部との接触が難しかった中でも、時
期や社会情勢を見ながら馴染みの理髪店を
利用したり、季節の花見や母体までの外出な
どを通して、慣れ親しんだ人々との交わり
や、風景を楽しむようにしている。階下にある
多機能事業所との合同行事や何より家族と
の通常面会の目途が立つことを期待したい。

利用者同士のトラブル等また入居間もない
利用者等について、職員が間に入り、良好
な関係性が保てるように支援を心がけるよう
にしています。

以前と同様に利用者様、家族等の中で、相
談等あれば支援させて頂いてます。何かあ
れば出来る範囲で支援させて頂くようにして
います。

本人の思い等を把握しながら、家族との思
いや意向に応えるように努めています、コロ
ナ禍の中、大変難しい状況なってきていると
ころです。

入居者自らが要望を出されることは少なく、
職員は普段のかかわりから思いを引き出す
ようにしている。家族の要望がなかなか収集
しずらい時ではあるが、電話でのやり取りな
どから把握するようにしている。

ホームで暮らす時間が多くなり、今までのよ
うには出来ないところがありますが、家族、
兄妹、知人等との関わりも状況に応じて支
援させて頂いています。

利用者の各々の状況を観察しながら、その
方の体調等に合わせ、部屋に休まれる時間
を支援させて頂いたりしています。日常生活
では筋力の維持等状態に応じて支援するこ
とを心がけています。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

本人等の状況を把握して上で、各々の課題
に配慮しながら計画を作成するように心が
けています。家族の思いや意向等も計画に
反映できるように感じています。

ホームのケアの基本である家庭的な雰囲気
や、入居者のできることを見守り、不足の部
分を支えることが個別の介護プランに反映さ
れている。認知症の進行による入居者の変
化に寄り添うことや、臭気のない室内環境を
整え、布パンツを併用した排泄支援に努力す
るなど個人の持つ力を引き出しながら立案し
ている。

利用者の日々の状態やバイタル等の状況
を把握し状況を見守りを大切にする。普段
の様子を踏まえ、必要な情報を伝達し、意
識共有行うように心がけています。

利用者、家族と連絡調整しながら、状況に
応じて必要な買い物を行ったり、書類の事
務手続き等の代行や連絡調整行ったりと
ニーズに応えれるようにしているところで
す。

コロナ禍で地域の交流する機会減ってきた
ように感じていますが、地域の社会資源の
関わりを大切、つながりある生活を支援して
います。

各々の状態等必要に応じて病院受診できる
よう支援させて頂いています。本人からの意
向や訴え等にも配慮行い利用者が安心して
暮らせるように努めています。

本人・家族の希望に応じた医療機関を支援し
ており、協力医療機関や必要に応じた他科
受診が行われている。職員は日々入居者の
健康状態を共有し、コロナ感染症について
は、これまで以上に衛生対策を施しテーブル
へのパーテンション設置などが行われてい
る。

協力医療機関では、ホーム全般の状態を見
て頂くこともあり連携を保っています、また併
設事業所の看護師と情報伝達や連携を保
ちながら状況によって支援するようにしてい
ます。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

様々な病状等によって、医療機関へ入院す
ることもあります。利用者様の情報提供を行
いながら治療を受けれるように配慮するよう
に心がけています。入院後、病院、家族との
連絡調整を行い方向性を見出せるように支
援させていただいています。

日々状態が変化する利用者様におけて、そ
の方々の支援が困難になってきた場合また
医療の必要性が必ず訪れます。本人や家
族とのかかわり、できるだけ長く生活できる
様支援を心がけ、状況みながら主治医、家
族との話し合いを行い支援すること大切にし
ています。

入居者の状態に変化が生じた場合、主治医
や家族との話し合いの機会が持たれている。
現在は、長期入院や継続した医療支援が必
要になった場合を退去基準としている。入院
しても退院後ホームでの生活を望まれる場
合があるが、現体制では受け入れが困難な
こともあり、管理者はもどかしさも語ってい
る。

コロナ禍の中家族と直接の面会もで
きない事から、入居者の心身の低下
が見られるようである。今後も個々の
現状を家族へ伝えながら、ホームに
出来得るまでの支援に努めていかれ
る事を期待したい。

日ごろ支援させて頂く仲で、専門職として観
察力を養い、利用者の状態に柔軟に対応で
きるようにしています。異変に気づき、早め
の対応ができるようにマニュアルの見直しや
普段からの情報提供を行っています。

避難（消防）訓練を年２回行っています。火
災がメインですが、最近の異常気象等での
大雨、水害にも配慮が必要になってます。
地域の方との関わりも重要です、協力でき
る関係性を強め意識共有しなければと感じ
ています。

火災を中心にした避難訓練を年２回実施す
る他、昨今の自然災害のもたらす被害は想
像を超えるものであり、予測や机上の訓練な
どの重要性を語っている。開設時より地域と
は、協力体制の構築に努めており、商店街代
表者とは良好な関係が継続されている。今後
も地域とでき得る協力体制を強化していきた
い意向である。

地域との協力体制がさらに深まってい
くことに期待したい。また、2階というこ
とで避難は困難な面が多いと想像さ
れ、火災については日ごろの安全
チェックの継続に期待したい。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 motarasuhigaiaha
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

利用者様皆様へ、人生の先輩として尊厳を
大切にしながら、関わりを持つようにしてい
ます。一人ひとりの利用者様の生活スタイ
ルを把握しながら、プライバシーに配慮する
意識を持ち接するように心がけています。

一人ひとりの過ごし方への要望などを把握
し、プライバシーや尊厳に配慮した日常生活
の支援に努めている。呼称は基本的に苗字
としており、馴れ合いの呼び方にならないよう
にしている。身だしなみやおしゃれの一つとし
て、理髪も感染症対策を施し、必要に応じた
支援を行っており、髪をとく事が習慣となって
いる方もおられるようである。

ふさわしくない呼称をはじめ、入居者
への対応などについて、チェックシー
トを活用した振り返りの機会を持つ事
も良いと思われる。取組に期待した
い。

普段の生活の中で、各々利用者様の状態
に応じサポート行い、本人の意向等にもでき
るだけ関わりを持ちながら、家族、職員等皆
で協力して支援するようにしています。

利用者様を優先する一方で、食事、日々の
活動等の関わり支援も必要なことから、調
和を保つように心がけています。状態等に
応じて自分らしく安心して生活して頂ける様
にしているところです。

利用者のお洒落に対する気持ちは大切して
頂きたいと思っています。生活の場である
ホームで楽しみを持って本人の毎日の生活
スタイルを大事にできるように支援していま
す。

食べること、食事は大変重要にしているとこ
ろです。美味しく楽しい時間を共有して頂くこ
とができるように心がけています。食後の食
器等方付けはできる範囲でして頂く方も居ま
すが、現在は職員での支援が主になってい
ます。

食事は入居者にとって楽しみの一つであるこ
とを十分認識し、開設時から献立、地元商店
などを活用した食材調達、調理に取り組んで
いる。入居者が食事に満足していることは家
族も周知しており、感謝の声があがってい
る。これまでハンバーガーや牛丼などを持ち
帰りで提供したこともあるが好評だったようで
ある。現在、入居者が下ごしらえや調理に関
わる機会は持たれていないが、食後に器を
寄せたり、ランチョンマットの消毒など出来る
ことに取り組んでもらっている。

検食は管理者や他の職員も行ってお
り、入居者の代弁者としてのコメント
の記入に期待したい。敬老の日は祝
いの饅頭やメニューが予定されてい
る。今後も入居者にとって、栄養に加
え楽しみとなる食事支援の継続が期
待される。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

食事は手作りで肉、魚、野菜等バランスよく
摂取して頂き、美味しく食して頂くようにして
います。毎日利用者各々一日の水分摂取
量も把握するようにしています。

毎食後に声かけ行い、各々部屋で口腔ケア
を行っています。状態に応じた支援を行い、
状況を見守りながら、出来ない所を支援す
るようにして、最終確認するようにしてます。

排泄状況を把握、見守りしながら、状況に応
じて支援してます。安易にレベルを落とさな
いよう尿意等を読み取り把握声かけ行い、
気持ちよく過ごせる環境を心がけています。
汚物の処理、におい等にも配慮行っていま
す。

個々の尊厳やプライバシーに配慮した排泄
支援に努めており、共有トイレやトイレが備
わった居室もあり、誘導方法なども工夫して
いる。また、汚物の処理も含め、トイレ掃除を
徹底し、気持ちの良い排泄ができるようにし
ている。職員の気付きや連携によりリハビリ
パンツから尿取りの併用、布パンツに移行さ
れた例もある。

食事、おやつ等、ヨーグルト、食物繊維等を
摂って頂いています。他、便秘傾向の方に
おいては、便秘薬の調整も行い便秘を予防
し気持ちよく快便できるように取り組んでい
ます。

冬至のゆず湯等時期に応じて、お風呂を楽
しんで頂くようにしています。今年の３月から
７月頃ににかけては、給湯機器の故障等で
入浴が出来なくなり、デイサービスにて入浴
支援させて頂きました。

浴室や脱衣所の整理、掃除を徹底し、気持ち
よく入浴が出来るよう継続して取り組んでい
る。入居者の中には拒否をされる方もおられ
るが、職員は無理強いすることなく清拭を取
り入れながら清潔保持に努めている。今年の
3月から5か月間ほど、給湯器の故障が発生
したが、法人の機能を活かし、母体のデイ
サービス浴場が利用されている。車輛を使っ
ての移動であり、入居者の負担もあったが、
発汗しやすい時期も皮膚疾患もなく過ごせた
ようである。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

利用者様のこれまでの生活スタイルを大切
にしながら、その方に応じて支援させて頂く
ようにしています。日中も昼寝等の習慣があ
る方や、状態等に応じて臨機応変に支援さ
せて頂いています。

内服薬の管理においては、誤薬等事故が起
きないように意識しています。状態等で内服
薬の追加や変更がある場合等、随時及び週
２回の定期薬処方時のセット、チェックする
機会を強化し注意しながら支援させて頂い
てます。

洗濯物たたみは普段から手伝って頂いてま
す、職員の掃除をみかね、利用者様から手
伝うとのお言葉を頂いたりすることもありま
す。本人が居て安心できるような環境、支援
を心がけています。

利用者、職員の安全を考慮し、外出支援は
控えています。普段より感染予防対策を行
いながら、病院受診、散髪等で必要な部分
で支援してます。現在、コロナ禍で外出する
機会も減ってきている状況です。

外出は控えている現状であるが、感染予防
対策を施しながら必要な病院受診、散髪支
援は継続して行われている。また、桜の花見
や開通した阿蘇大橋へのドライブなどへも出
かけている。今後は感染症への対応を継続
しながら、車窓ドライブなどにも取り組んでい
きたいとしている。

感染症への対応ややホームは2階に
あることから、戸外に出る事が難しくも
あるが、状況を見ながら近隣を散歩す
る機会を模索いただきたい。また、ミ
ニ夏祭りは好評だったようであり、今
後も職員のアイディアや工夫により外
出に代わるホーム内での楽しみを支
援されることを期待したい。

利用者のお金はホームで預かり管理してい
ます。靴の購入でサイズ確認及び好きな靴
を選んで買ったり、また他利用者様の中に
は好きなお菓子等を買ってきてほしいとの
意向があれば、預かり金より買い物へ職員
が出向きを支援しています。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

電話で話をして頂いたりすることもありま
す。利用者の中で携帯電話を所持している
方は、家族と毎晩電話で一日の出来事を話
されている方もいます。またその年の自分
の写真を家族へ年賀状にして全利用者支
援しています。

現在はコロナ禍である為、感染予防対策を
とりながら、マスク着用、手洗いの徹底を重
んじているところです。馴染みの環境として
の空間は、明るく、環境面に配慮行いなが
ら、利用者様が快適に過ごせるような支援
が出来るようにしています。

2階にあるホームはリビングから地域の様子
を眺める事が出来、物品の配置も安全面に
配慮しながら圧迫感のない空間を作ってい
る。壁面には継続して入居者の書の作品等
を掲示しているが、家族をはじめ来訪者に目
にしてもらえない事は残念である。歌や日時
の紹介などは毎日の日課として取り組み、テ
レビ視聴も頼りすぎたりしていないかなど、検
討をしながら使用している。

コロナ感染症の終息が見えぬ中、職
員をはじめホーム内の環境の果たす
役割は大きく、今後も家庭的な雰囲気
を大切に支援されることを期待した
い。

明るいリビングや馴染みの場となっている自
室で本人のペースで安全に過せるよう各々
利用者様の状況に応じて支援しています。
馴染みの物や写真等を用いたりその方の居
心地を考えながら、安全面に配慮し支援し
てます。

自分の部屋もありつつ、リビングでは他者と
の関わりも持てる環境はメリハリができて刺
激も持て良いと思います。他者との関わりま
た一人の時間も大切にして頂き、各々が居
心地よく過ごせるように配慮しているところ
です。

自室で過ごす時間が長い方も居ますが、食
事、レク等の活動等には参加されている時
間もあり、臨機応変に支援しています。空
調、部屋の快適性の中、様々なバランスを
考慮し、快適な時間を過ごせるように支援し
ています。

居室への持ち込みや必要な物品について
は、入居時に管理者が説明を行い、換気や
掃除、歩行状態に応じた居室内での見守りな
ど職員間で連携を図っている。コロナ感染症
への対応から、現在は日中は特にプライバ
シーに配慮しながら、居室の扉を開放し換気
を徹底している。共用空間を含め、ホーム内
の臭気や行き届いた掃除など清潔に管理さ
れていることは、家族の安心に繋がってる。

コロナの影響により以前のように家族
による室内の確認ができないことは気
になる点と思われる。今後も必要な品
や、居室内の現状、職員の取組など
を家族へ伝える事で更に安心に繋が
ると思われる。
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